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NITS カフェ報告書 

 

※機構記入欄№

：  -   

実施機関名・連携機関名 

 

宮城教育大学教職大学院・宮城県教育委員会・利府町教育委員会 
 

セミナー名：  

【NITS カフェ in 利府町】 
学び続ける教員の協働的な育成 
 

テーマ：※課題やテーマをどのように設定しましたか？視点などを含めて記載してください。 

教員育成指標を基にしたミドルリーダーの成長について、教育委員会、大学、教職大学院修了者等
により協議し、これからの教職大学院の在り方についてカリキュラムを中心に考える。 
教職大学院への派遣・修業中の実習・修了者の採用において、これまで多大な貢献をいただいた利

府町関係者の意見を聴取する機会ともする。 

内容：  

１ 開催日時・場所  
平成 30 年 12 月 10 日(月)  
 利府町教育委員会第 1会議室 
２ 時程  
１４：０５～１４：３５  
講話 教育長 本明 陽一氏 
 「学び続ける教員への期待 
－児童生徒にとって楽しい学校・教職員に 
とってやりがいのある学校」 

１４：４０～１４：５５  
宮城教育大学教職大学院の学修につい 
て（梨本雄太郎教授） 
１５：００～１５：３０  
グループ別意見交換 
１５：３０～１５：５０  
講評１ シナプス編集長 佐々木 隆好氏 
講評２ 宮城県教育庁教職員課課長補佐 

 山中 弘記氏 

成果： ※参加者の声など客観的な情報・データとともに記入して下さい。 

・各グループの討議において、教職大学院に対しては、「理論と実践の往還」を強みとしていくことへの期
待が示された。 
・町内各校からの１～２名が参加し、管理職、主幹、ミドル層の教員から、ミドルリーダーの資質につい
て多様な意見がだされ、協議をすることができた。 
・本取組について講評者の他、町長（元参議院議員）からも肯定的な評価をいただいた。 
 

アイディアや工夫したこと：※3～5 つ程度の箇条書きしてください。 

○グループ替えを行い、異なるキャリアステージの教員が意見交換できるようにした  

〇協議内容について、教員養成に関する、民間の有識者と教員育成指標策定の担当者から講評を 

 



もらうようにした  

〇教育長による基調講演、大学教員によるカリキュラムの説明など、共通情報を基に、質の高い意見

交換となるようにした 

＜写真・図など＞ ※会場の熱気や規模がわかる写真、参加者の表情がわかる写真（寄って撮影またはトリミング）を撮影してくだ

さい。 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

討議の様子 

講評をいただいているところ 


